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<<あなたはＥＥＥを受け入れますか）》
－スイス・ロマンドとマイノリティの言説編制一

加太宏邦

１前書きと基礎的与件

２開票直後の記事

３否決後の断片記事

４投票前の断片記事

５ノート

l前書きと基礎的与件

このノートはく欧州経済領域〉加盟批准の是非を問うスイス国民投票

をめぐるスイス・フランス語圏のいくつかの新聞・週刊誌の報道記事を

詳細に採録したものである。スイス・ロマンド地方において報道された

対象と報道行為＝主体の共鳴関係の場が，どのように，またどのような

スイス・ロマンド人のマイノリティの心性を形成していくのかを検証す

ることが目的である。

□以下の文中の略号

ＡＥＬＥ：Associationeuropeennedelibre-6change欧州自由貿易連合
〆

(ＥＦＴＡ） 

ＣＥ：Communaut6seuropeennes欧州共同体(ＥＣ）

ＥＥＥ：Espaceeconomiqueeurop6en欧州経済領域（ＥＥＡ）

２８９ 



□背景について（１）

1．スイスはＣＥには未加入，ＡＥＬＥに加入。

2.1992.5.18,ＥＣ加盟交渉を開始する方針の閣議決定。国民議会では

125対58,全州議会では３７対２で賛成可決。

3．ＣＥとＡＥＬＥを結ぶＥＥＥへの参加はＣＥ加盟への前提となるとして

1992.52にポルトガルでＣＥ１２カ国とＡＥＬＥ７力国の外相がＥＥＥ創

立のための協定に調印。（ＥＥＥは，ＣＥのルールをベースに資本，製品，

サービス，労働力の自由流通を保証するのを主たる狙いとしている。農

産物貿易については，将来的に漸次自由化へむかう予定｡）

41992年１２月６日に，この批准の是非を間うて，国民投票が行われた。

図－１
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

その結果，批准は否決された。なお，投票は正午までで，集計結果は即

日発表［表－１．図－１］。７日付け朝刊で詳細が報道された。

表－１ＥＥＥ加盟批准を問う国民投票

賛成率％投票率％略号
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ｱｯﾍﾟﾝﾂｪﾙｱｳｻｰﾛｰﾃﾞﾝＨ１ 

ｱｯﾍﾟﾝﾂｪﾙ`インナーﾛｰﾃﾞﾝＨ１

アールガウ州

バーゼル・シュタット州

バーゼル・ラント州

ベルン州

グラールス州

グラウビュンデン州

ルッェルン州

ニートヴァルデン州

オプヴァルデン州

ウーリ州

シャフハウゼン州

シュヴィーツ州

ゾロトゥルン州

ザンクト・ガレン州

トゥールガウ州

ツーク州

チューリヒ州

ティチーノ州

フリブール州

ジュネーヴ州

ジュラ州

ヌシャテル州

ヴァレー州

ヴォー州
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〃
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乃
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全国４９．７７８．３

＊◇印はスイス・ロマンド州。ただしフリーブール州の約１/３とヴァレー州の約
1/２はドイツ語圏。

51993.3.8．ブリュッセルで開催された外相理事会でＣＥとＡＥＬＥとの

統合市場ＥＥＥ創設協定からスイスを除く修正協定を承認。７月１日を

めどに１８カ国で発足の予定。
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□背景について（２）

・スイスにとってはＡＥＬＥやＥＥＥについては当面経済統合に限られる

が拡大ＣＥとなると中立，軍事，直接民主制，司法，外国人居住，連邦

制度などが問題として浮上する。

・スイスにおけるＥＥＥ推進役：フェルベルRen6Felber（大統領）と

ドラミュラJean-PascalDelamuraz（外務・経済担当相）

・反対の中心人物：ブロッハーChritophBlocherとシュヴァラMartin

Chevallaz 

・国会には，上述のように「国民議会」（日本の衆議院にあたる。定足

数200）と「全州議会」（人口にかかわらず各州から２名の代議員がで

る。定足数４６）の２院あるがここでは区別をせず「国会」ならびに

表一２スイス政党名／略号／勢力分布

（26州の代議士の数の総計1992年）

キリスト教民主党ＰＤＣ（Partid6mocrate-chr6tien）

急進民主党ＰＲＤ（Partiradical-d6mocratique）

社会党ＰＳ（Partisocialiste）

中央民主連合ＵＤＣ（Uniond6mocrateducentre）

緑の党ＶＥＲＴ(vert）

自由党ＰＬＳ（Partilib6ralsuisse）

ドライバー党ＰＡ（Partidesautomobilistes）

国民福音党ＰＥＰ（Parti6vang61iquepopulaire）

民主党ＰＤＳ（Partid6mocratiquesuisseyI

独立運閣Ａｄｌ（Alliancedesind6pendants）

労働党ＰｄＴ（Partidutravail）

(その他)*２

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
 

７
６
８
０
５
３
５
１
１
１
６
４
 

２
２
１
１
 

１
１
 

０
 

８
５
６
９
６
６
７
０
４
３
８
９
 

０
７
４
９
５
１
４
４
３
３
１
２
 

８
７
５
２
１
１
 

１
 

計３００１

＊１）旧Actionnationale(極右）

＊２）微小政党でありながら、今回の投票で激しく反対のキャンペーンをはっ

たものとしてはPES(Parti6cologoistesuisse）エコロジスト党とＬＴ(Legadei

Ticinesi）チィチーノ州連盟がある。
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

｢国会議員」と訳した。

・スイス連邦では閣僚は７人（与党，野党の区別なく，上位４政党に２

対２対２対１で配分。大統領はその中から互選で選ばれる。任期は1年。

連続再選は禁止されている。pr6sidentは大統領と訳すより議長とした

ほうがよいぐらいの地位である。

・ＥＥＥに対する各政党［表－２］の対応は，概ね大政党が賛成（ただし

ＵＤＣは反対)，中小政党は反対だった。しかし政党員や政党支持者が党

の決議に縛られないため，多様な判断が生じた。

・言語による人口比。ドイツ語73.5％，フランス語20.1Ｌイタリア語

4.5％，レート・ロマンシュ語０．９％，その他１％・本稿ではドイツ語

地域はドイツ語圏と呼び，フランス語地域はフランス語圏またはﾆｰｺﾞｰﾆｰ 

・ロマンドと呼ぶ。またイタリア語圏はティチーノ州に限られる。

□閲覧新聞，週刊誌についてはそのつどタイトルをあげた。投票日以降

と以前について主として用いたJournaldeGen6veetGazettede

LausanneはＪＧと略す。同紙はクオリティ紙であるが，その他は概ね

大衆紙である。またこのいずれもがフランス語圏の出版である。言うま

でもないが，スイスには全国紙は存在しない。おおよそ３万から数万部

発行の<地方紙〉である。

□文中の［］ならびに＊印の注記は採録者。

２開票直後の記事

２４ＨＥＵＲＥＳ紙1992.12.7.

□１面

■見出し：ＥＥＥ：亀裂

■漫画［図－２］

〔スイス新地形図：アルプスが移動し，独仏語圏境に居すわり，スイス

２９３ 



がヨーロッパという海の孤島になった図。レーシュティードイツ語圏の

郷土料理＝ドイツ語圏の象徴が最高峰の名前になっている〕

■スイス・ロマンド＋バーゼル（２州）が賛成・独仏語圏の溝深まる。

・投票率1947以来の新記録78.3％

・FelberとDelamurazの失望の大きさ。

・精神的・制度的危機の時代に入った。

■署名論評(MichelPerrin）：

・タイトル：眩量のするような溝

・ヨーロッパの一員になりそこねたスイス・ロマンドの失望。経済的危

機だけでなく精神的，制度的意味で危機。しかし，これで，いままで，

印象でのみ語られていた語圏の対立・外部世界の理解の不可能性が明確

になったのはよいことである。なぜドイツ語圏はこんなに硬直している

図-２
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のか。合理的判断というより〈スイスの魂を失う〉というきわめて神話

的な恐れではないのか。かくてく魂〉はアルプスの氷河に凍り漬けで保

存されるという結果になった。加盟を推進してきた連邦当局も州当局も

これで白けてしまった。もう一つの溝はドイツ語圏での加盟賛成者（政

治的指導層）と反対者（大衆）のそれ。スイス・ロマンドでは双方が賛

成だったが。

□２面＝３面

■ぶち抜き見出し：ドイツ語圏がフランス語圏にノンを押しつける

■２面：見出し：影響力の重くのしかかる決定

■３面：見出し：全フランス語圏州はくウイ〉と言った。

[州区分地図と投票結果・図１，表１］

・反対派の急先鋒クリストフ・ブロッハーの地元マイレン村ではＥＥＥ

賛成が僅差（50.8％）で勝ち，彼の会社エムス化学のある，グラウビ

ュンデン州のドマット・エムス村では圧倒的に否決。

・記録：シャフハウゼン州グントマディンゲン村では投票率100％とい

う記録。146人の有権者全員投票。121対２５で否決。

□２面

■見出し：内閣の総辞職はない。

■小見出し：ブロッハー〈祖国の集まったヨーロッパ〉を主張

・ＥＥＥ反対の急先鋒ブロッハー（ＵＤＣ）は「これでヨーロッパと世界

の中でのスイスの経済的・政治的立場の基本がかたまった。これを勝利

とはかんがえてはいない。サッカーの試合じゃないんだから。ドイツや

オーストリアに国境を接するシャフハウゼン州やグラウビュンデン州で

は大きく反対とでたが，これはドイツの脅威をよく表している。スイス

・ロマンドではこの条約を詳しく議論していないのじやないか。よく研

究すればノンであることはわかるよ。溝は言語圏のより，大衆と政府の

２９５ 



それだ。もちろん政府がまちがっている。将来？ヨーロッパの各国と

よい関係を持つことだ。これはドゴールが言ったことだが<祖国の集ま

ったヨーロッパ＞だ。

■ジャン・サリスJeanSalisは失望を表明。ブロッハーはスイスを分断

した。来年は大変な年になるだろう。内閣はこのままで，再度解決策を

模索してほしい。いずれにしても，この投票結果は誰にとっても勝利で

なく万人にとって大変な困惑の種となった。しかし，だからといって，

過剰反応をしてはいけない。

■各党の反応

・ＰＲＤ党：否決に遺,憾の意を表明。経済危機が深刻になるだろう。反

対者は大きな責任をおわねばならない。彼らは反対のキャンペーンをは

るばかりで，否決された場合の経済施策をなんら明らかにしていなかっ

たからだ。

・ＰＳ党：この結果はヨーロッパへの統合の絶対的な反対の意志表明と

はとれない。ＡＥＬＥやＣＥと交渉を新たに行うべき。ＰＲＤ党とＰＤＣ

党と共闘の形で社会混乱を避けるべく努力をする。

・ＰＤＣ党：否決を遣'憾に思う。経済の活,性化に直ちにとりかからねば

ならない。

・ＵＤＣ党：与党ではわが党はＥＥＥ反対をした唯一の党であるが，こ

の結果に満足している。主権者たる国民はこの一方的なそして非民主的

な協約を拒否してくれた。今やスイスの経済を建て直し正常化すること

が急務である。

・ＰＥＳ党：この結果は，ヨーロッパの拒否ではなく，悪しき協約の拒

否なのだ。結果を歓迎する。

．ＰＡ党：真向からＥＥＥ加盟反対を表明していたわが党はＣＥ加盟の

要求も白紙にすべきだと政府にせまる。スイス経済を改善するためと言

っても環境悪化に関係しそうな施策は一切やめるべきだ。
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□３面下半分見出し

言語によって差の出た投票結果

小見出し：「７州のみ（６州十半州×２）がウイに役ずる。すなわちス

イス・ロマンド全てとバーゼル（シュタット州・ラント州)。〈ナインザ

ーガーNeinsager＞は１６．ドイツ語圏とティチーノ州（イタリア語

圏）とグラウビュンデン州ルートロマンシュ語圏)」

■署名評論：AlainPichard

・ラテン精神とゲルマン精神の対立ではなかった。（ティチーノ州，グ

ラウピュンデン州を見よ）

・フランスとの地形的距離が差を生み出した。

・ヴァレー州ドイツ語圏（上ヴァレー）ウイ：３７％：かなり低い

ヴァレー州フランス語圏（下ヴァレー）ウイ：６４％

・フリブール州はフランス語が支配的で，完全ドイツ語地区（Singｉｎ行

政区）のみウイが４７％

・ベルン州の南ジュラ［フランス語圏］では６６％がウイ。

・ヌシャテノレ州：伝統的に社会主義的国際主義の支配的な州は記録なウ

イ

・一方内陸部（南ジュラ，フリブーノレ州の農村部，ヴァレー州）はやや

控えめなウイ

・孤状ジュラ地帯（ヌシャテル州，ジュラ州，バーゼル州）はいわゆる
進歩地帯。

・都市化の進んだ地区と農村地区の対比もあった。バーゼル州の例

チューリヒ，ベルン，ノレツェルン，ヴィンタートウールの４都市は賛成

がうわまった。

・スイス・ロマンドは現在でもマイノリティだが，その身の処し方にな

れているのでＥＥＥでもそれほど不安がない。ドイツ語圏はこんどはマ

イノリティになる不安がある。

・フランスとスイス・ロマンドは融和している。ドイツとイタリアはナ
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チとファシストがあったためドイツ語圏，イタリア語圏とにはしこりが

ある。ドイツを排除する姿勢をみせることがアイデンティティ表明につ

ながる。イタリア語圏にはイタリアの政治への不安があって，それが

ＣＥに投影するかたちでみられる。

・フランス革命時代の汎ヨーロッパ精神がフランス語圏には浸透したが

ドイツ語圏はむしろこれに抵抗したいきさつもある。

・グラウビュンデン州，アッペンツェル州，中央スイス（シュヴィーッ

州，ウーリー州，ニートヴァルデン州，ウンターヴァルデン州）は山岳

の強力な孤立主義。かつてのハプスブルグ家への抵抗の主軸が今また抵

抗のチャンピオン。全コミューヌでノンが過半数になったのはこのグラ

ウビュンデン州とシュヴィーツ州とニートヴァルデン州，ウンターヴァ

ルデン州。とくにグラウピュンデン州のLii村とMUstair村では全員否

決票。

・ティチーノ州の否決は一つにはくティチーノ州連盟ＬＥＧＡ〉の強い

影響力とおそらくイタリアとの国境がはずれると，瞬時にしてスイスで

なくなる可能性をもっている余りにも小さい語圏であるということから

くる危機意識だろう。ティチーノ州は基本的には都市型の州で，しかも

かつて，国連加盟への国民投票では，この州は賛成率では全国で２番だ

ったことからみてもけっして保守という地区ではないからである。

■史上三位の高い投票率。（過去最高は富裕税に関する投票［結果否

決］の８７．３％1992年）

■コメント

・JeanZiegler（ジュネーブ州出身ＰＳ党議員）

以後，外国排斥の右翼支配の世の中になる。議会は解散すべき

・HenriSchwery（ヴァレー州出身枢機卿）

両語圏の溝を深刻なものにとらないようにしてほしい。我々には７００年

の民主主義の英知がある。

・RolandBeguelin（ジュラ連合代表）
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スイスにはもう統一性はない。ドイツ語圏の後進性につきあわないでス

イス・ロマンドは独自に進もう。

□５面

■見出し：スイスを投売りするなどとんでもない１

対談：共通項はスイス・ロマンドとドイツ語圏の対話が必要という点の

み。でもどうやって？

■GiUesPetitpierre（ＥＥＥ賛成派）ジュネーヴ出身のＰＲＤ党議員：

賛成派の代表の一人。

■Jean-PierreBonny（ＥＥＥ反対派）ベルン出身のＰＲＤ党議員：反

対の急先鋒の－人。

編集部：いま言いたいことは？

ＧＰ：失望した。しかし自棄になってスイスを投売りすることだけはし

ないでくれと言いたい。

編集部：スイス・ロマンドの賛成票をどうみているか。

JPB：自分が勝利者だとは`思っていないし，問題が多いことも承知して

いる。しかし，スイス・ロマンドだけがマイノリティではない。グラウ

ビュンデン州やティチーノ州はもっとそうでありながら反対票を投じた。

EEE加盟で不利益を被るからだ。もし賛成が勝てば，彼らのマイノリ

ティ性の問題がやはり生じるだろう。

編集部：両言語の違いがスイス観の違いを浮き彫りにしたが。

ＧＰ：両陣営が非難しあうのはまちがいだ。スイスの文化的多様性はい

わば慢性病みたいなものである。そういう中で，文化を発展させてきた

のは周知の事実だ。対話をすること，これは我々政治家の役目でもある。

ドイツ語圏では政治家と市民の乖離があるので対話が必要だ。スイス・

ロマンドではこの点では問題ない。

JPB：たしかに，それは当方では重大な問題点である。スイス・ロマン

ドでは市民が政治家を信頼しているが，ドイツ語圏ではより批判的であ
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る。独仏対話は賛成である。

ＧＰ：ジュネーヴでは，別に政治家がリードしたのではない。市民が率

先してウイに票を投じたのだ。だからこそ市民の絶望は深い。

編集部：ドイツ語圏は分離独行ができるか。

JPB：とんでもない。スイスのアイデンティティは多言語にこそあると

考えている。

編集部：JeanZieglerなどが解散を主張しているが。

ＧＰ：ピントはずれで無意味だ。議会はそもそも多様な党派で構成され

ている。

JPB：そのとおり。我々反対派には右から左まで，あるいは緑の党まで

の支持層があるかジグレル氏はどうか。ここは平静になるべきだ。

編集部：ＣＥやＥＥＥとの次のステップは。

ＧＰ：私は国会に信頼をおいている。損害の最小の内に御破算で出直す

ことだ。

JPB：ＥＥＥがスイスとの関係をどうするか考えればよい。またＣＥ加

盟については交渉をすることに反対はしない。

編集部：これだけＥＥＥ加盟反対運動をしてきて，交渉には反対しない

というのは？

JPB：ＣＥに対する態度は議会の問題だ。全面決裂などは考えていない。

ＧＰ：しかしそういう二股は国際信用上まずいのではないか。ＥＥＥに

は大反対で，ＣＥ加盟は交渉するというのは。

■〈スイスは鎖国するわけではない＞とMartinChevallaz氏は語る。

・スイス・ロマンド内での反対派の代表シュヴァラ氏は開放策に何もか

も反対するわけではないが現行のヨーロッパ創設案には反対だ，という。

「投票結果に満足しているがスイス・ロマンドの数字には失望している。

しかし，それにもヴァレー州の４４１％からヌシャテル州の２０％までニ

ュアンスがあった。失望はいろいろあったろうが，大袈裟に騒ぎ立てる

ことばない。くつにスイスがこれで鎖国に入るわけではない。私は信念
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

で反対したのであって個人的利害でそうしたのではない。ヨーロッパ建

設は長期にわたって継続されていくべきもので，今決定するものではな

い。政府もＣＥ加盟は引っ込めるべきだ」

■〈スイスを破壊するな〉とGuy-OlivierSegondは語る

ジュネーヴ出身の国会議員スゴン氏は，この反対で一番被害をこうむる

のは農民である，と述べた。１９カ国が一丸となって農業を守ろうとし

ているときにスイスは一国でガット内で孤軍奮闘しなくてはならなくな

るのだ。農業は潰滅するだろう。すぐに，我々と似た国（スウェーデン

やオーストリアなど）と共にＣＥへの交渉を始めなくてはならない。

■ＥＥＥへのノン(よ連帯への拒否ならびにエゴイズムの勝利だ（青少年

活動会議）

■対外問題はこれで解決したかもしれないが国内問題を惹起してしまっ

た。（LaurentRebeaud，ジュネーヴ出身国会議員）

□７面

■見出し：ヨーロッパはスイス抜きで前進するだろう

・ＥＥＥの外務担当のオランダのFransAndriessen氏，ブリュッセル

の本部で語る「ＡＥＬＥも計画を進めていくだろう。ＥＥＥ計画は２～３

カ月遅れるだろうが実施されるだろう。スイスは孤立する」

.［上記国際機関，オーストリア，ノルウェー，リヒテンシュタイン*，

スウェーデンの大臣など当局のコメント。略］

＊リヒテンシュタインはスイスの否決にかかわらずＥＥＥ批准。ベルン

で今後の外交条約などについての複雑な交渉に入った。後出ＬｅＭａｔｉｎ

１９９２．１２．１４． 

□１３面（ヴォー州版）

■見出し：全国－低い投票率（７２２％)，しかし賛成率（７８．４％）は

銀メダル（一位ヌシャテル州）

．［州内の各地の詳細な票の分析。要約］
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各行政管区(district）はいずれも賛成が過半数。パイエルヌ管区の70.1

％が最低。モルジュ管区の８２％が最高。ただし－つ例外。ペイニダノオ

管区は賛成53.6％・理由分析；ヴォー州随一のアルプス地帯，かつド

イツ語圏に接している。西下して都市部にはいると賛成票は増大。コミ

ューヌ単位でいくと５つの村で反対が過半数になっている。僅差で賛成

がうわまわったのが約20町村。

■経済担当の国会議員JacqueMartin氏，ヴォー州の票についてと結果，

州内に分断がなかったことに満足。

□１５面［ローザンヌ市版］

■見出し：ローザンヌ市の人は１０人に８人がヨーロッパ統合のために

闘った。

・ヴォー州の州都ローザンヌは38,461対9,961で賛成票を投じた。

・市長のイヴェット。イエーッギ女史は結果に満足。未来にも希望を失

っていない。各町内での集計結果でも高得票率であった。「これはロー

ザンヌの人の開けた精神と国際`性を示すものだ。いつぽう，しかしドイ

ツ語圏との分断を騒ぎ立ててはならない」

・市会議員のJacquesLienhard氏は「この賛成率の高さからみても，

我々はフランス人より開けている」

・市会議員のDanielBr61az氏は「ドイツ語圏の反対票はドイツに対す

る警戒心だ。イタリア語圏のそれはイタリアに取り込まれる警戒心から

だ」

．「精神的バノレカン化を避けるためにも対話が必要」（ローザンヌＰＲＤ

党代表PhilippeVuillemin）

・スイスが周辺に取り残されるのは目に見えて明らかで，これは極めて

絶望的状態だ。イマジネーションの欠落と新世界への適合力の貧困を表

している重大な否定的態度の結果なのだ。スイスは自閉症と沈黙と無気

力を選んだ。わたしはこの情ない結果に恥ずかしい」（ジャック・シェ
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セ*）

＊ゴンクール賞作家

．［その他，経済団体会長などのコメントが４つ。略］

□４８面

■市民のコメント７つ〔要約〕

・失望だが予想されたこと。

・エゴイズムの現れ。

．ものすごく失望。ドイツ語圏の人は臆病者。

.若い世代にとっては失望。

・自分では賛成は当然で何の疑問も持っていなかったのに……。

。恐ろしいことだ。

・いい加減にしてほしい。ドイツ語圏から分離すべき。

L，HEBDO紙（週刊誌）号外1992.12.7

□１面

■見出し：ドラミュラ連邦大臣「スイスにとって暗い日曜日だ」

・フランス語圏が賛成，ドイツ語圏がＥＥＥを追い払った。問われるス

イス。

賛成1,763,016票４９．７％７州

反対1,786,121票５０３％１６州

・３つの断層

①フランス語圏とドイツ語圏

②ドイツ語圏での政治的指導者と市民

③スイス観：伝統志向型と未来志向型

・ドイツ語圏，フランス語圏の断層はバイリンガル州でも見られた。す

３０３ 



なわちヴァレー州では賛成55.8％だが上ヴァレーでは全行政管区ノン

が上回った。フリブール州では完全にドイツ語圏に入っているSingｉｎ地

区を除いては賛成多数。ベルン州でも同じ［南ジュラでのみ賛成多数］

・連邦政府ではドラミュラ氏が「国民は間違っている」と述べ，辞職の

意志はないことを示した。

・憲法第９条には「各州が独自に外国と国際条約を結ぶことを認める」

文言があるのだから，スイス・ロマンドの州だけで，ブリュッセルと交

渉を始めればよい，という意見も聞かれた。

・８カ月前連邦政府が決定したＣＥ加盟の交渉を，続けるべきか，引き

下げるべきか微妙な段階に入った。

・デンマークはマーストリヒト条約否決。ＡＥＬＥはスイスのジュネー

ヴで開催されるが主催国になるスイスがＥＥＥを否決している。ヨーロ

ッパ統合がかなり複雑になった。ただ，ＣＥの副議長のAndriessen氏

は「ＥＥＥはスイスと単独協定を結ぶことはないだろう」と明言してい

る。

・ティチーノリト|の否決は意外だが，この州にとっては「外国」はイタリ

アで，このイタリアの怪しげで汚い社会に浸食されるのはごめんだとい

う気持ちが強いのだろう。

■社説(Jean-ClaudeP6clet署名）

タイトル：最悪の勝利

［要旨］：ブロッハーの<愛国主義＞が勝利したが，国は分断され連邦議

会と政府に後始末は回され，最悪の結果となった。この分断は大変な大

きさで，もはや深淵になった。ヨーロッパ主義はそもそもスイス・ロマ

ンドで育まれ，スイス。ロマンド出身の二人の閣僚によってすすめられ

たものだ。ドイツ語圏では政治的指導層・経営層・メディアと市民との

分断も大きい。この市民層は井の中の蛙だ。内閣は辞職すべきでない。

なぜならスイス丸が難破しようとしているときに船長たちが逃げ出すべ

きではないからである。もう一度建て直しを確認し，緊急に再出発をす
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べきである。また一方，せめてフランス語圏でも力を合わせて，政府を

バックアップする形で努力を続けなくてはならない。

□２面

■見出し：いかにして経済を建て直すか

■見出し：新たな闘志を沸き立たせる若者達

[投票結果の数字と分布地図］

[新たな情報のみ拾う］

・グラウビュンデン州では２１３の市町村全部で否決。中央スイスの６州

では186市町村の内７市でのみ賛成過半数とならなかった。反対派の急

先鋒ブロッハー氏の地元Meilen村では反対票が４９．２％で，賛成の

50.2％に負けるという皮肉な結果となった。

賛成率

スイス・ロマンド７２２％

ドイツ語圏４３．８％

イタリア語圏３８５％

全国 49.7％ 

□３面

■見出し：アッペンツェル州*の勝利

｢だれも我らに碇を押しつけることはできない」

・ドイツ語圏の心であるアッペンツェル州は真剣に，切実な`思いで投票

した。否決のおかげで，その恐怖心を御祓できたし，Waldstiitten

[スイスの発祥の中央スイスの諸州］の反逆に援軍を送ることもできた。

・外は雪と霧の寒い悪天候にもかかわらず人々は活気づいていた。「外

国人に恐怖を覚えます。失業した外国人が私たちの国をうろつかれるこ

とに恐怖を覚えます。問題がすでに多過ぎます｡」（25歳女性）

.ドイツのテレビが暗い映像ばかり流しすぎた。東欧の危機，経済の悪

化，極右の台頭など。「<ヨーロッパ〉は私たちの美しい国を破壊する可

能性があるのです」（83歳男性）
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.「将来は厳しくなるだろう，これはたしかだ。しかし〈ヨーロッパ〉

に加盟すればもっと悪くなる」（２３歳男性）酒場にいたこの２３歳の青

年は，定年退職の７０歳の老人と完全に波長があっている。

．「スイス・ロマンドの人達に反対して票を投じたと思われては困るよ。

僕たちは彼らが好きだよ。ユーゴスラビアと一緒にしないでよ。スイス

人は一つのテーブルに着いて共通の未来について議論できるよ。国鉄と

か郵便局とかミグロ［全国チェーンのスーパー］という繋がりがある

し」（郵便局員）

■［写真：テレビにドイツ語圏の人らしい人物が写り，「俺たちはフラ

ンス語圏なしでやっていける」と言っているスーパーが出ている］

・農民票が指導的だったというがここアッペンツェル・アウサーローデ

ン州の農業従事者の人口比率は９％なのだ。影響力が一番強かったのは

く緑の党〉で，徹底してブリュッセルの支配[ＣＥ］を警戒する情報を流

した。それに加えて，ブロッハーのキャンペーン，ドライバー党の宣伝，

ドイツの脅威が力あった。

・アッペンツェル州では土地への一体感が理屈抜きに絶対である伝統が

あり，今もそれは揺らいでいない。「だれも我らに碇を押しつけること

はできない」である。

＊アッペンツェル州はスイスの中で〈最も保守的な地域〉として知られ

ている。ランヅゲマインデという直接民主制を残していて，昨年までは

女性に参政権がなかった。

■控えめな勝利

・スイス。ロマンドの反対者の中心人物MartinChevallaz氏（ＡSIN

＝スイス独立・中立行動委員会のフランス語圏代表）は喜びの声を発す

るでもなし，笑みを浮かべるでもなし，静かであった。「このキャンペ

ーンで私が終始一貫して言い続けてきたことは，この投票には勝者も敗

者もない，ということだった。コンセンサスを得るこの政治方式の矛盾

が両者を苦しめているにすぎない。スイスだけでなくヨーロッパのどこ
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でもそうだ」「この投票結果で，オーストリア，イギリス，北欧諸国，

[イタリアの］ロンバルディア地方，［フランスの］コルシカ島やブルタ

ーニュ地方も考え直すだろう。マーストリヒト法の信頼性は無くなった

のだ」「大切なのは地域や個人のアイデンティティである。しかし，私

は反〈ヨーロッパ〉とかナショナリストではない。市民の声以外の声は

聴く気はないし，その意味では心底から民主主義の立場に立っている。

マーストリヒト法は植民地法だ」

■ノンの理由についての徹底的アンケート

(LHebdo-Cash-T616visionsuisseが2023人（内スイス・ロマンド

752人，ドイツ語圏705人，ティチーノ州566人）に電話で調査

[図－３～１２］

□９面

■見出し：極めて厳しくなる…

・不安，孤立，経済的困難。３閣僚ルネ・フェルベノレ，ジャン・パスカ

ル・ドラミュラ，アーノルト・コラーの三人はこの投票の結果から，危

険な未来を予測する。

〔記者会見記事は今までのと重複するので省略〕

■見出し：ブリュッセルは赤信号

・スイスの拒否はＡＥＬＥの仲間の足を引っ張りＣＥを苛立たせる。

〔記事は省略〕

■囲み記事：ＲｅｎｅＳｃｈｗｏｋ（ジュネーヴ大学国際問題高等研究所）

・タイトル：スイスのために悪い，ヨーロッパのために悪い。

[要旨］スイスがＥＥＥを拒否したことで，ＡＥＬＥからの孤立がまず生

じる。将来的にはスイスだけが（正確にはスイスと外交を連動するリヒ

テンシュタイン*だけがＡＥＬＥの構成員となる事態になりうる。ＣＥが

成立すると対ヨーロッパ諸国との交渉チャンネルを全てなくす。という
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のは，－国相手の個別協定をしない，というのがそもそもＣＥの精神だ

からである。そこで，スイスは伝統的にも地理的にもドイツを窓口とし

て，ほそ(まそと関係を結んでいくことになるだろう。つまりドイツ語圏

の人々が，ドイツ警戒のために反対投票をしたために，パラドックスで

はあるが，ドイツとの接近を余儀無くさせるのである。

図-３
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図－５

０ ５１０１５２０２５ 

賛成票を投じた人に：その理由は

Ａ孤立を避ける

Ｂ経済的理由

Ｃ開放的な精神

，若者のために

ＥＣＥ加盟のため

％
％
％
％
％
 

2７．２ 

２３．２ 

１５．６ 

１３．６ 

１２．４ 

図-６

０５１０１５２０２５３０３５４０ 

反対者にも一理あるか

全くない

外国人労働者の流入
失業の増加

独立が失われる

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
 

3１．８ 

１３．６ 

６．０ 

５．９ 

％
％
％
％
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図－７

０２４６８１０１２１４１６ 

反対票を投じた人に：その理由は

Ａ外国人労働者の流入１５．９％

Ｂ独立が失われる１１．３％

Ｃ愛国心 8.4％ 

ＤＣＥに反対だから ７．８％ 

Ｅ〈ヨーロッパ〉は悪くなる7.6％

図-８

０５１０１５２０２５３０ 

賛成者にも一理あるか

Ａ全く無い

Ｂ経済的説明

Ｃ開放的精神

、失業減少

Ｅ孤立を避ける

3０．４ 

１８．７ 

８．８ 

５．７ 

５．７ 
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図－９

フランス語圏とドイツ語圏の分断は

たまたまの結果４９．６％

連邦制度にとって憂慮すべき２１．１％

スイス・ロマンド分離の可能性へ２２．７％

無回答６．６％

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
 

図－１０

フランス語 川37.9％

B:21.0％ 

C:30.1％ 

D:１１．０％ 

図－１１

ドイツ語圏 A:53.9％ 

B:21.3％ 

C:20.3％ 

D：4.5％ 
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図－１２

フランス語圏は少数意見であったが、多数に服するべきか、

あるいは独自の道を追求していくべきか。
■多数に服すべき

鯵独自の道を追求

０
０
０
０
０
０
０
０
 

７
６
５
４
３
２
１
 

1６９．８ 

Ａフランス語圏の住民

Ｂドイツ語圏の住民

全国 Ｂ Ａ 

スイスは農業問題と中立（軍事）問題の二つの特殊事情を抱えている

が，ＡＥＬＥがＣＥと交渉を始める際に当然スイス抜きで一切の交渉は

はじまる。遠い将来にスイスが方針を変えてＣＥに加盟する場合（それ

は確実であるが）が生じたら，スイスは自国が一切関知しえなかった農

業政策や軍備政策が既に決まってしまっている〈ヨーロッパ〉に加盟す

ることになる。

＊しかしリヒテンシュタインは１２月１３日，13,982票中，6,722票を

得てＥＥＥ加盟賛成が勝利。投票率は８７％。この結果はスイス人の予

想を完全に覆した。同国は，スイスと連動すると見られていたからであ

る。ドイツ語圏では苦々しく，スイス・ロマンドでは「それ，見たこと

かと」という論調で報道された。後出ＬｅＭａｔｉｎ1992.12.14を見よ。

□１１面

■見出し：国民精神分析

〔要旨〕経済．ヨーロッパ協定について論じていたつもりが，問題にな

っていたのはスイス自身だった。これを機会に，スイスのアイデンティ

ティについて討議を開始すべきである。

３１２ 

● ８ 
ニーニゴの●●●●●●●■●■■■●●●●●●●●●●●●●■●■■●●■

●二二!●●●●●｡●●■●⑤●｡■ロ●■●●●●●Ｃ●●●●●●ひ①■の●■●●●●●ﾛ

､１ 

● 

● 

７ 
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ＬＥＭＡＴＩＮ紙1992.12.7.

□１面

■見出し：さあ，作業にかかって下さい！

[編集長(AntoineExchaquet）名で大活字で書簡形式で読者に訴える］

[要約］

・スイス・ロマンドの皆さん，

EEEにウイと答えられた皆さん，今朝はさぞや失望をされていること

でしょう。しかしスイスはデモクラシーの国です。ドイツ語圏の人々に

このノンの選択がいかに危険であるかを言い続けましょう。かならず，

この決定はまた覆されるはずです。分断は避けるべきです。歴史には一

時のショックもありますが必ず理性が勝利します。スイスとて同じです。

さあ，次の作業にかかってください！

・ＥＥＥは否決されました。そこで，次のアンケートに答えて下さい。

ｌドイツ語圏とは分離すべきか

2．ドイツ語圏を説得し続ける価値はあるか

3．スイスのヨーロッパへの統合は断念すべきか

4.国民，州のダブル過半数賛成という憲法条項は改正すべきか

[送付先…］

〔注アンケート結果は後出同紙1992.12.12を見よ〕

□２面

■大見出し：二分されたスイス

：スイス・ロマンド，一連托生の覚悟

：ドイツ語圏，自己閉鎖

・各党の反応：

ＰＲＤ：歴史始まって以来，初めてスイスがヨーロッパに背を向けたこ

とは遺`憾である。

３１３ 



ＰＤＣ：２言語圏の分断を憂慮。

ＰＳ：この結果は必ずしもヨーロッパへ背を向けたものではないと判断。

ＣＥやＡＥＬＥとの交渉は行うことを要求。

ＰＬＳ：２言語圏の分断を憂慮。

Ａｄｌ：反対者は責任を追うべきだ。

ＵＤＣ：結果に極めて満足。市民は〈一方的，反デモクラシー的協約＞

に反対したのだ。

ＰＥＳ：満足。スイスはヨーロッパに反対したのでなく<悪しき協約＞に

反対したのだ。

ＰＤＳ：満足。

ＬＴ：満足。

ＰＡ：満足。

■イラスト：［国会議事堂（ベルン）が孤島に聾え，周囲に波が打ち寄

せている］［図－１３］

■ドイツ語圏は自己へ閉塞した。見知らぬものにたいする恐れ。自分の

主権が脅かされることへの恐れ。ベルンで－番のほうがブリュッセルで

最下位よりよい［鶏口となるのも牛尾となりたくない]･ドイツ語圏は

ドイツの１７番目の州（Land）になりたくない。こういう懸念に加えて，

今の経済的特権的地位（とくにツーク州やシャフハウゼン州）を失いた

くない気持ち。また農村地帯を多く抱えている事情。そして反対運動の

急先鋒Blocherのデマゴギーの効目。

■イタリア語圏は不安定なイタリアへの警戒。ロンバルディア地方の９

百万人にティチーノ州の30万人が吸収される可能性への不安。

□３面

■見出し：「暗い日曜日」

・今回のＥＥＥ批准推進の政府の責任者の記者会見。

大統領Felberのコメント：政府と国民のあいだの深刻な乖離。

外務。経済担当Delamurazのコメント：ＥＥＥ協約へ向かう方針は変

３１４ 
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図－１３

更しない。

閣僚ArnoldKollerのコメント：この否定はドイツ語圏の支配を意味し

ない。

■見出し：一国でどうやって全ヨーロッパと対抗するのか。

・３人の政治家のコメント［略］

・農協（Unionsuissedespaysans）のスポークスマンのコメント：

(ＥＥＥ否決によって）農民にとってのまず越えるべき障害を無事越えら

れたことはよいことだ。しかし勝利というには程遠い。全農民が団結し

てガットにたいしても満足すべき結果を獲得しなくてはならない。

．［賛成・反対率と全国地図上の色分け区分図－１，表－１。］

□４面

■見出し：ブルースの深刻な響き。
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■漫画［図－１４］：ドラミュラ前大統領が記者にマイクを向けられて，

｢いやあ，暗い日曜だが，まだ希望はあるよ。ソマリアと手を組んで市

場をつくればいいさ」それに相槌を打つ形で現大統領のフェルベルが，

｢君のオプティミズム，好きだよ」

■１１人の市民のコメント〔要旨〕

・怒っているよ。スイスのイメージが消えてしまった。ドイツ語圏の人

達はそうやって孤立して，スイス・ドイツ語をいつまでも擁護していれ

ばいいんだ。

.失望。不快。ヨーロッパから取り残されたかんじ。

・落胆した。

・怒っている。〔反対をした〕中央スイスとアルプス地帯の上にガラス

のベルでも取りつけて，観光客の見せ物にすればいい。フランス語圏の

反対票が少なかったのは今後のためにもよかった。

・荘然としている。ドイツ語圏のやつらは自分がマジョリティだから横

柄なんだ。私はいっそエスキモーに帰化したいよ。

・対話が必要だ。このままだとヨーロッパから孤立することは確実。

・感情的な対立が多過ぎる。今後については政治家を信頼している。

・絶望だ。もうすこしマシかと思っていた。

.よかったね。ＥＥＥなんて言うのは金持ち連中だけで，われわれ貧乏

人からみとるＥＥＥ認めたらもっと失業は増えるよ。ドイツ語圏の人の

方が愛国心があったのだ。

．結果に満足している。

・合理的に考えれば反対すべきだ。長期的にはまたよい解決策がみつか

るだろう。我々次第だが。

□５面

■見出し：〈戦争〉の危険。

・写真［ヌシャテル州で〈ヨーロッパ世代〉グループと若者達がベルン

州の州境に白ペンキで国境線を引いて集結してる。国境の一方はＥＥＥ
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図－１４

Ⅱ山】IMA

Q1CblVOOSfbUVb ＡＩＨルー-lｂ

OＵｌＺｌｏｒ Z6u形fin、阪ｎｎＩｊｌＪｌＷＩｐ

iiii;電鯵
《ＩｉＱｉＢ

逆二Ｉ室i蕊

と書かれ，他方はＺＯＬＬ〔税関〕と書かれている］

■国会議員のコメント。

[全体として，ＥＥＥ条約に賛成していた者は，激しい調子で反対派を非

難し，反対派は勝利者であることもあって穏やか。「言語文化の溝とい

うことを誇張しないでほしい。よしんぱ，溝があるというなら，そこに

落ちないよう注意して橋でも架けるようにして欲しい」というのが代表

的意見］

□７面

■全面広告：［広告主はＦＬＥＵＲＯＰ－ＩＮＴＥＲＦＬＯＲＡ（花屋のヨーロッ

パ・世界組織らしい）「ＥＥＥは否決されましたが，ヨーロッパは私たち

には益々必要です。大統領ﾉﾚﾈ・フェルベルを支援する形で，みなさん

花束を送りませんか，お近くのどの花屋さんからでも贈れます」という

趣旨で全スイスの花屋の名前が前面微細活字でぎっしり並んでいる］

□９面

３１７ 



■漫画［図－１５］：タイトル「EEEgoismehelvetique」（スイス的

EEEエゴイズム）［金貨の山に首を突っ込んで，回りが見えなくなって

いる男］

L，ＥＳＴＶＡＵＤＯＩＳ紙1992.127

□１面

■見出し：DieSchweizsagtnein,punktschluss［スイスはノーと言

う，はいおしまい］

■漫画［図-16］：女神の姿をしたスイスが“nEin,nEin111”といいな

がらＣＥのシンボルの１２星(こそつぼを向いて勘ねたようにしている。

図－１５

Ⅱ 
〃〃１万〃炉
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図－１６
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燕

■中見出し：ドイツ語圏がフランス語圏の意見を打ち砕いて，ＥＥＥ入

りを葬った。

■社説：スイス・ロマンド人，笑い物にされる七面鳥（虚仮にされる）

[論旨］今回の否決の第一の特色は，首謀者ブロッハーとかれの一派が

EEEが純粋に経済問題であることを隠蔽し，拡大解釈しスイスのアイ

デンティティに訴えるという欺臓をやったということ。次の特色はフラ

ンスに国境を接する地区は例外なく賛成過半数になったが，ドイツ語圏

に接する地区はスイス・ロマンドと言えども賛成が低かったということ。

もう一つの特色は若者が賛成のために頑張ったということ。今回の結果

で，かんたんに落胆しないよう呼び掛けたい。スイスのようなデモクラ

シーの国では多数決は尊重されるがしかし多数だから必ずしも正しいと

は限らない。この点がわれわれのようなマイノリティー（笑い物にされ

る七面鳥）とっては心配なのだ。
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□２面

[投票結果の詳報：以上で引用したものと重複する内容については省略。

小見出しのみ採録］

■二言語問題

■都市部と農村部の乖離

■連邦政府にとっては「黒い日曜」

■針路転換

■全てが失われたわけではない。

■フランス語圏はスイスから分離する？

■ドイツ語圏との乖離は憂慮すべきことだが，その可能性は全くないと

信じる，と閣僚のKoller氏が語る。

□３面

■見出し：勝利者は今，笑っているが今に泣くだろう。

・労組は失望。ＥＥＥ加盟の努力を推進。

・農民たちはさらに厳しい現実に直面するだろう

・観光関係者は暗い見通し。

・ブロッハー：スイスの独立が確認された，と語る。

・デマが理性に勝った。

■囲み記事：文化的溝が憂慮される［スイス・ロマンドの政治家たちの

コメント。要旨］

.「複合文化の共同体を創設しようとしていることにたいして，単一文

化の主張をしようとするのは間違っている」（PascalCouchepin・ヴァ

レー州出身ＰＲＤ）

．「これが原因になってまた亀裂ができるのが心配だ」（JeanCavadini・

ヌシャテル州出身PLS）

．「ドイツ語圏に人々のマイノリティに対する配慮の欠如を心配する。

これはドイツ語圏の政治家の責任でもある」（ChristianeBrunner、ジ
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ユネーヴ州出身ＰＳ）

．「分断を言いつのるのは誤っている。この結果は単にアプローチの違

いでしかない」（SuzetteSandoz・ヴォー州出身ＰＬＳ）

■囲み記事：ヴォー州東部の投票数詳報［略］

[コメントの要旨：ヴォー州東部でも，こぞって賛成が上まわったが，

例外はPays-dEnhant地区のRougemont村で196対206で反対が過

半数になった。この村はドイツ語圏に接していること，山岳地帯である

こと，失業率が極めて低いことなどがその理由か。その隣村の

Roussiniere村は107対106の僅差で賛成が上回っている］

□５面

■見出し：ヴォー州東部の１２人に聞く［要旨］

・情ない。困惑している。信頼の投票でなく，「不信」の表明の投票に

なってしまっている。ドイツ語圏とは対話を始めなくてはならない。

(モントルー市役所・女子職員）

・ドイツ語圏との溝がショック。私は人的交流が経済的交流と同じく大

切とおもっている。投票の内容が皆によく理解されていなかったのでは

ないか（<女性＝対話〉運動家）

・本質的な議論が欠けていた。つまり，こういう国家経済の問題に対し

て，政府決定の他に，どうして国民投票が必要なのか疑問なのだ。

(SICOM社長）

・失望。しかし破局にまで論議を進めるべきでない。経済問題なのだか

ら，まだまだ打つ手はある。最善を尽くすべきだ。（チバガイギー・モ

ンテ工場長）

、私はエコロジスト党員として反対に票を投じた。しかし，この分断の

結果には満足していない。至急，橋を架けるべきだ。（技師）

．打ちのめされた感じだ。全く情ない。この投票にはたしかに不確定な

要素が多過ぎるが，農民の組織代表としてブリュッセルで向こうの代表

３２１ 



たちと意見交換して，どうもスイス一国で孤立してはもう何も出来ない

という感触を得たので賛成に投じたのだ。（ヴォー州農業会会長）

・完全な絶望状態。それとわが国の将来への不安。ただヴォー州が賛成

が多かったのは救い。こんなに溝が深いとは予想してなかった。（国会

議員）

・心底から失望もしたが驚きもした。それはこんなに言語によって差が

でたことだ。スイスが明日に消滅するわけではないから最善の努力をす

べきだ。ＥＥＥは再三述べたように当社にとってとくに利益なるもので

はないがしかしこのノンはスイスにとっては不利益になるだろう（ネッ

スル広報部長）

・結果に騒ぐことばない。われわれにはブリュッセルもましてやマース

トリヒト法など必要がないことが明らかになったというにすぎない。ス

イス・ロマンドの賛成票はフランスとスイス・ロマンド出身の二人の閣

僚［ドラミュラとフェルベル］に影響を受けたもので，しかもドイツ語

圏人嫌い，とくにベルン州嫌い*が影響しているのではないか（ヴヴェ

市会議員。ＥＥＥ反対委員会会員）

＊ヴォー州は１８１５年までベルン州の属州だった。

・不信が信頼を凌駕したということか。クリスチャンの観点から言うと，

開放の主張が不信を呼んだのは別に驚くにあたらない。デンマークでも

フランスでも同じことがみられたのだから。そのうちみんなが信頼でき

る時代がくるだろう。（スイス・プロテスタント教会の〈ヨーロッパ委

員会〉会長・牧師）

・失望と傷心。いま感じるのはこの二語。連邦の統一ということをこれ

からは意識的にもつと強めていかなくてはいけない。私たちも頑張らな

くてはいけない。（観光局長・女性）

．この否決に満足している。スイス・ロマンドとドイツ語圏の分断など

感じていない。判断は正反対だが，共にスイス人であることを誇りに`恩
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ってのことだからだ。スイスは自由ゾーン，つまりヨーロッパのシンガ

ポールになるべきだ。完全に開放され，完全に自由な。しかし環境には

極めて厳しい地域に。スイスであり続けるためにも，連邦国家であるた

めにも，もっと別のヨーロッパを創設すべきなのだ。（エコロージー運

動家）

１，IＬＬＵＳＴＲＥ（週刊誌）1992.12.9

□表紙〈黒い日曜日〉［ドラミュラ経済・外務大臣が頭をかかえてる

写真］

□内容

■スイスはＥＥＥに対して〈ナイン〉と言った。

・閣僚の一人で推進役の中心であり，かつスイス・ロマンド出身のジャ

ン・パスカル・ドラミュラは「目標を剥奪されたこの国の若者にとって

黒い日曜になった」と記者会見で述べた。

■コメント［要約］

．「勝利とか敗北とか亀裂とかいう言い方は褒められないわ。ＥＥＥ加盟

は長期的には正しくても現在では抑制した方がいいのよ」（反対派。ヴ

ォー州出身国会議員，ＰＬＳ党。SuzetteSandoz）

．「州によって違いがでるのはこの連邦国家としては当然のことだ」（反

対派。フリブール州出身国会議員，ＵＤＣ党。BernardRohrbasser）

.「私，激怒している。この分断はドイツ語圏の人々の私たちフランス

語圏人に対する軽視を表している。見通しは暗い。ああいう人達はスイ

ス社会の平穏の終焉に投票したに等しいわ」（賛成派。ジュネーヴ出身
国会議員。ＰＳ党。ChristianeBrunner）

.「晴々とした気持ちだ。スイス・ロマンドでは不利な闘いをやったの

で，僕ひとりで票の２，３割は稼いだかな」（反対派。ヴォー州出身。

ASIN［独立・中立スイスのための行動委員会］MartinChevallaz）
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．「大変な悲しみだ。しかし賛成したドイツ語圏人もいるのだから,是非

ともかれらと歩調を合わして進む必要がある」（賛成派。ヌシャテル州

出身国会議員。ＰＳ党。FrancisMatthey）

.「スイスにとって,情ない話。ドイツ語圏と対話の再開が必要だ」（賛成

派。「ヨーロッパ問題検討委員会」代表。ヴァレー州出身）

.「二重の失望。ヨーロッパへの窓が閉じられたことと国論が二分した

ことだ」（賛成派。ジュラ州出身国会議員。ＰＲＤ党。Michel

Fliicki9er） 

.「相当な苦汁を嘗めさせられたかんじだな。ここにいる若者達（ＥＥＥ

賛成の若者グループ）の父として，祖父として，スイスが十年後，十五

年後にどうなるかが心配だ。外の世界に背を向けると報いがくるよ」

（ＥＥＥ賛成ジュネーヴ委員会会長。元国会議員。ＰＤＣ党）

.「多分通らないとは思っていた。しかし意外だったことが二つある。

一つは，ツーク州のように近代化された州*で否決か勝ったこと。もう

一つはフランス語圏での賛成票の多さである。スイス・ロマンドがこれ

からはスイスを引っ張っていかねばならない」（“NouveauQuotidien”

紙編集長。JacquesPilet）

＊ツーク州は第三次産業が中心の経済構造をもち，農業地帯をかかえな

いため，常に国民所得でスイスー，世界でも－位といわれるほど裕福な

州。

.「悲しいが，若者の中ではドイツ語圏，フランス語圏の断層はそれほ

どない」（ＧＥ＊のメンバーの一人。ヌシャテル州Jean-R6my,Nathalie

Roulet夫妻）

＊GenerationEurope（ヨーロッパ世代運動）は約５千人の若者で構

成されている戦闘的な親ＥＥＥ団体。

．「スイス・ロマンドの人々が，ドイツ語圏の人に対して，悪印象をも

つことを恐れる」（“Ｌ，Hebdo”週刊誌編集長Jean-ClaudePeclet）
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

■ＥＥＥ加盟推進派であり，また二十年前からいち早くＣＥ加盟を唱え

ている親ヨーロッパ派の一人であるGuy-OlivierSegondギ・オリヴィ

エ・スゴン（ジュネーヴ州出身国会議員・次期閣僚のひとり）へのイン

タビュー

[記事中の両語圏についての発言。要旨］

・結果はフランス語圏とドイツ語圏のきわめて明確な断層を表している。

この断層はしばしば体制側からは存在しないと言われてきたが，今や，

これは実在していてしかも大きなものだということは明らかだ。私はこ

の結果，国民の気持ちがばらばらになることを恐れる。その兆候はすで

に何年か前から見え始めている。

・反対派は感情とか原初的な恐怖心に訴えた，つまりスイス人の「はら

わた（tripes）」へだ。賛成派のキャンペーンの方は議論や論理とか信念

行動とか自らに対する自信の証に基づいて行われたわけだ。つまり知性

に訴えた，頭と同時に心に。短期的に見るとこっちの戦法は敗北するか

もしれない。しかし中期的に見るなら「はらわた」に賭けるよりは心と

頭に賭けた方がはるかに正しい。だから私は遅かれ早かれスイスはヨー

ロッパに合体するだろうと確信している。

３ＥＥＥ否決後の断片記事

ＬＥＭＡＴＩＮ紙1992.12.8

□１面

■見出し：バーゼルの人ってどんな人？

・ドイツ語圏で唯一賛成票が上回ったバーゼル州ではどういう判断をし

たのかを探る。［４，５面を見よ，となっている］

■漫画［図－１７］：老夫婦のテレビの前での会話

テレビから「分裂！」という吹き出し。
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夫「どうやって共存すればいいんだろうな」

妻「あら'簡単よ・私たちだってもう２０年以上会話ないけど別れてな

いもん」
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■漫画［図－１８］：ヨーロッパ統合のシンボルマークをつけた車。ボデ

ィーに〈サファリ〉と書いてある。その屋根に観光客がいっぱい乗って

カメラをむけている。車の下にはスイス人が餌をあさって這いつくばっ

ている。

■漫画［図－１９］：ドイツ語圏とフランス語圏の間の溝をファスナーで

閉めようとしてフェルベル大統領と連邦政府経済担当大臣ドラミュラが

協力している。

□４面・５面

■ぶち抜き見出し：ドイツ語を喋るスイス・ロマンド人

■バーゼルは国際都市（フランスのアノレザス地方と，ドイツのバーデン

・ビュルテンベノレク地方との国境線上にあるライン河畔の町）であり，

スイス・ロマンドとも接しているため，開放的雰囲気をもっている。バ

ーゼル州の人々は心の中で「自分たちはドイツ語を喋っているが，気持
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あなたはＥＥＥを受け入れますか
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ちはスイス・ロマンド人だ」と言っている。地理的に言っても彼らは伝

統的にすでにヨーロッパ人なのだ。「ここにはチバガイギー，サンドス，

ホフマンラロッシュ，ダンツァツなどの企業がある。これらの国際企

業を守るためにも闘いを続けなくてはならない」と州会議長のH-R

Striebelは語る。
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■バーゼル州の市民１０人にインタビュー［要旨］

.悲しい一日だった。この結果は経済面で悪く出るだろう。外国人に対

しては不安はない。フランスは好きな国だ（歯科医助手，２１歳・女）

・フランス語圏の人の方が進取の気性に富んでいる。ドイツ語圏のナイ

ンと言った人は鼻先以上の遠くが見られない人種だ（菓子店店長，３１

歳・男）

・年寄りの保守主義者たちが悪あがきしただけ。スイス・ロマンドの人

達はすばらしい。いままでもバーゼルは歩調を同じにしてきた。（広告

代理店勤務，２６歳・女）

・ナインザーガー（反対屋）は新聞の論調に引っ張られたけど，その結

果がどうなるか分かっていない。けれどフランス語圏の人もドイツ語圏

の人を嫌悪しないで欲しい。賛成票を投じた人も多いのだから。（看護

婦，２６歳・女）

.原則として私はＥＥＥに反対。けれど投票は賛成に入れた。経済の活

性化には必要だからだ。スイス・ロマンドの人達はすばらしい。勇気が

ある。（失業中，２６歳・女）

・スイスが永遠にこのままヨーロッパの中で孤立してはいけない（主婦，

５７歳）

・私の仕事の経験（公認会計士）から言ってもＥＥＥは唯一の選択肢だ。

老人が若者に不安を懐かすような否決投票をすべきではない（定年退職

者，７６歳・男）

．まだ投票権はないけれどＥＥＥには賛成。フランス語圏の人達は外国

人に慣れている。（中学生，１５歳・男）

.はっきりナインと投票した。ＥＥＥ認めたら，スイスには犯罪者と外

国人が雪崩込んでくる，と思う。スイス・ロマンドの人がどうして賛成

するのか分からない。フランス語圏の人の方が私の経験から言っても閉

鎖的だ。（店員，４６歳・女）

・ナインに投票した。ミッテランだってマーストリヒト法をフランス人
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に呑んでもらうのに大変なのだ。あれ見るとスイスはもっと無理だ。フ

ランス語圏の人はやっぱりゲルマン人とは違う，しかし違いは受け入れ

なくてはいけない。（商店経営，５４歳・男）

L，ＥＳＴＶＡＵＤＯＩＳ紙1992.12.8

□１面

■見出し：ベルンから見た親ヨーロッパ派のフランス語圏

・国会で「わが国の将来は開放と連帯に賛同する力の側にこそある」と

か「フランス語圏の人々よ，我々はあなた方を必要としている」とか

｢フランス語圏の人々よ，我々はあなた方が好きである」とかいう演説

が次々行われたが，大統領Felberは「そういうだけでは十分でない，

それ以上のものを示す必要がある」と厳しい。

■漫画［図－２０］：［頑固一徹のスイス人の典型のような老人が「ナイ

ン！」と言ってスイス地図の上に拳固を叩きつけている。フランス語圏

とドイツ語圏の間にヒビが入っている。

■社説［要旨］この怒りが覚めたとき，冷静に二つのことを考えておく

必要があると思われる。１．ドイツ語圏＝反フランス語圏＝反ヨーロッ

パという図式はとらない。１８万人のスイス・ロマンド人も反対票を投

じ，100万人以上のドイツ語圏の人は賛成票を投じたのだ*１．反対者は，

今後，スイスの直面する現実の厳しさによって目覚めてもらえるだろう

し，また日常的にもこれらの人々を説得しなくてはならない。２．投げ

たブーメランのように，この問題を我々に戻し，ジュネーヴ＝バーゼル

枢軸を至急創設し，その力を結集して，スイスの古い地区*2に当たり，

またフランスとの経済交渉にとＵかかるべきだ。

＊１両語圏の人口比はおおよそ，ドイツ語圏３５対フランス語圏１・

スイス・ロマンド州（この中にはフリブール州とヴァレー州のように独

仏二言語州も含まれるのでその部分を修正するとおおよそ上記の数字に

なる）での賛成票561,543に対して反対票は216,421であった。ドイツ
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語圏での賛成票は1,157,591,反対票は1,483,110である。

＊２スイス建国の中央スイスやアッペンツェル州を指す。
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□２面

■ヴォー州政府はＥＥＥ推進に立っていただけに，この否決の帰結に不

安を懐いている。州議会議長は「破局に到らないように，両語圏の乖離

の修復にとりかかりたい」と述べている。

■レマン湖対岸のエヴィアン［フランス］の町長は，否決に失望の意を

表明。スイス・ロマンドの賛成が多かったことをせめてもの救いとし，

レマン湖地区紐帯を提案している。
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■３人の高校生へのインタビュー記事。

[要旨］「外国に学びにいけない。牢獄にいるようだ」「扉を閉められた

みたいだが，いつかはまた開くと思う」「あと一年すれば賛成が上回る

と思う。ドイツ語圏の人はいつも保守的。しかし国を割るのは危険だ。

ユーゴみたいになりたくない」

□２５面

■見出し：スイス・ロマンドとドイツ語圏は手を差し延べあう。

・両語圏は力をあわせ今後の具体策を模索すること。このようなコメン

トが連邦議会と政府で異口同音に述べられた。

■見出し：クレディ・スイス銀行試算によるとこの否決で，来年は１万

5000人の失業者増となるだろう。

・ＥＥＥ否決により失業が１３万5000人から１５万ないし１６万人に増加

し，国民総生産も０．４％減少する。消費も３％落ち込むだろう。もし

EEEが受け入れられていたなら逆に１５％増加するはずだ。物価は３

％上昇と悪いことづくめである。

■見出し：スイスの諸新聞にみる。

・フランス語圏の諸新聞は異口同音にＥＥＥ否決の苦汁をあらわに表明

していた。ヌシャテル州のＬ，EjrP7ess紙は‘`Ｄ'Schwiizhetnei

gseit*'，，と皮肉り，またnEEEin*2という風刺漫画もあった。各紙に共

通するのは，両語圏の世界観と未来観の異質さの指摘。ラ・ショードフ

ォン町のＬ'１脚αγ伽/紙は「幸福感の異なる二つの民族だ」と述べ，フ

リブールのＬａＬｊ６ｅγ柁紙も同様のことを述べ「この１２月６日でスイス

は二つに分かれた」という。ジュネーヴのノo"γ"αノグＣＧＣ"､zﾉｅだけが

｢ウイの２／３以上はドイツ語圏のものだった」と抑制的に書いている。

スイス・ロマンドはスイスとは別の外交があってもいいというような声

も見られたローザンヌの別HezZγes紙は「これでスイス・ロマンドの

明確でダイナミックな姿が浮かび上がったのはよいことだ」と肯定的に
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とらえている。Ｌ，ＨｅＭ０紙は「ベルン政府にフランス語圏共通の基本

政策を提示し，場合によっては単独に欧州共同体と交渉してもよい」と

まで言っている。Ｌ'Ｅ”γess紙は連邦政府の拙速ではなかったかとい

う疑問を呈しているが，その他の各紙はこの否決にひるむことなく前進

すべきであるとの論調である。

・ドイツ語圏の新聞では，チューリヒのＴａｇｅｓＡ"zrejgcγ紙は「スイス

・ロマンドにとっては手痛い拒絶だったろう。しかし対話は必要だ」と

書いている。Ｎｅ"eZjiOγｊｃ"eγ此伽"ｇ紙は「あまりにもの対比に不安

を感じる」としている。またＬ"ごeγ"eγjVezcsteMJchγjc"fe〃は「両語

圏の溝がこれほど深かったことはかつてなかった。ドイツ語圏人はく即

自目標＞autogoalを獲得した」とする。Ｂ"cﾉｾ紙にとっては「ＥＥＥ拒

否は連邦政府の手痛い失点」という評価はあるが，ドイツ語圏各紙に共

通して見られるのは，内閣の辞職を求める声がないこと。ドイツ語圏で

唯一賛成多数を出したバーゼル州のＢａs/cγＺｅ伽叩はバーゼル州から

ジュラ山脈を通ってジュネーヴを結ぶ連帯地帯創設の提言をだしている。

それはＥＥＥ拒否は国内問題だという認識からである。

＊１「スイスは否と言った」というスイス・ドイツ語。

＊２言うまでもなくＥＥＥと、einをかけている。

ＬＥＭＡＴＩＮ紙1992.12.12

□1面

■７日付けで読者にアンケートを求めたが，約５０００通の回答が寄せら

れた。その紹介を。

・ＥＥＥは否決された。次のアンケートに答えて下さい。

□２面

■見出し：それでも挫けない

・ＥＥＥ否決に多くのフランス語圏の人々はスイスの未来に一旦は絶望

の色を表明したが，このアンケートの結果からはスイス・ロマンドの人

々はやはり強い希望を懐いて前進する気持ちが溢れている。
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Ｌドイツ語圏とは分離すべきか

◇ウイ４８．８％◆ノン５１．２％

2．ドイツ語圏を説得し続ける価値はあるか

◇ウイ６９．５％◆ノン３０．５％

3.スイスのヨーロッパへの統合は断念すべきか

◇ウイ５．９％◆ノン９４．１％

4.国民､州のダブル過半数賛成という憲法条項は改正すべきか

◇ウイ８４．４％◆ノン’5.6％

■漫画［図－２１］：スイスの国旗を二人の男が逆向きに持って引っ張り

合い，国旗は３対１の比率で破れて，白十字（スイス）が大男の方に残

っている。この男はいかにもスイス人という様子をしている。アルプス

の向こうにＣＥの１２星旗がみえる。

■［読者から返ってきたアンケートに付けられたコメントの中から３２

通を紹介している。平均，約１０数行。この内，いわゆる反対派からの

コメントは２通。１通は同紙の立場（賛成のキャンペーンを張ったこ

と）への批判，もう１通はドイツ語圏の人々を擁護するもの。内容は

略］

□３面

■見出し：挑戦を再び１〔アンケート内容の分析〕

■小見出し：

・明確な意思の表明（が読者によってなされている）

・元気あるコメント（ドイツ語圏を説得しようという者７割）

.即刻決定を（ＥＥＥ加盟への態度を推進すべし）

・憲法改正を強く主張

〔内容省略。その総評に「否決にもかかわらず，われわれは明るく前進

する楽天主義者であることが読者からの回答であきらかになった」とい

３３３ 
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う趣旨の署名記事が大きな活字で掲載されている〕

JＧｌ９９２１２１２ 

■１２.１０ローザンヌでは１０００人の学生がＥＥＥから取り残されたことに

たいする抗議デモを行なった。

JＧ１992.12.13 

■EEE後(APRES-EEE）。ＵＤＣ党の記者会見。

、ブロッハー氏はスイス・ロマンドを馬鹿にしている。フランス語圏に

何キロカュの高速道路をつくればおとなしくなる，と言う。

・ＵＤＣ党の８ページにわたる総括でスイス・ロマンドについてはたつ
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

た５行がさかれたのみで，そこでは「フランス語圏の住民はＥＥＥで失

業問題が片づくという言辞に惑わされたのである。たしかに断層は出来

たが，解決策はいくつかある。たとえばスイス・ロマンドに国道を早期

に完成させること，調停委員会を創設すること，税を地方放送局のため

に配分することでマイノリティ言語に配慮することである」と述べられ

ているのみである。

.この意見はＵＤＣ党の支配的意見でもないしまたフランス語圏の党員

の意見が全く反映されていない杜撰なものである。

ＬＥＭＡＴＩＮ1992.12.14 

■リヒテンシュタインではウイだ！

.〈ヤー〉が圧勝。約２万人の有権者が蕊と雷の中，投票を行い，賛成

票6,722,反対票5,322.55,81％の過半数でＥＥＥは認められた。住民

数で過半数になっただけでなく，１１の町村全部でも過半数を得た。

.〔写真：ハンス・アーダムニ世が嬉しそうに大笑いしている顔〕

・同紙のインタビューに答えて公は「スイス・ロマンドとバーゼル州の

賛成票がとても嬉しかった。これからは手を携えて，スイスの反対州の

説得を始めましょう」とコメント。

．〔その外，５人のリヒテンシュタイン人のコメント〕

JＧ１992.12.19 

■ヌシャテル州では若者達が投票直後大規模なデモを行った。「我々の

未来を奪うな。連邦政府は当初の計画通りＥＥＥ加盟の努力を続けよ」

というものである。

JＧ１992.12.20 

■ＵＢＳ（ユニオン・バンク・スイス）の重役であるクリストファー・

ブロッハー氏を１９９３年４月２９日の株主総会で辞職勧告する議案を提案
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することを決定。理由は同氏がASIMAssociationpouruneSuisse

ind6pendanteetneutre）〔独立・中立スイスのための会〕の会長とし

てＥＥＥ反対の急先鋒に立ち，スイスの金融政策の国際的・長期的施策

と逆行する行動をしたというもの。なお同氏は１９８１年から重役であっ

た。

■ＥＥＥ否決後の連邦政府の方針：ＥＥＥ再投票，ＣＥとの交渉再開の要

求堅持。

■ジュネーヴ大学の政治学専攻の学生約100人がＥＥＥ協定の再投票を

求めてデモをした。

１，IＬＬＵＳＴＲＥ（週刊誌）1992.12.22

■９３年１月よりの大統領ＡｄｏｌｆＯｇｉ〔ベルン出身・穏健派スイス・ロ

マンドに－番人気のあるドイツ語圏政治家だとアンケートなどでは言わ

れている人。今回の投票でもベルンＵＤＣは賛成に回った〕へのインタ

ビュー

■見出し：１２．６ショック

・ＵＤＣ党首のOgi氏は１月１日から大統領になるので，次の党首はチ

ューリヒ出身のクリストフ・ブロッハーChristophBrocherが考えられ

るが，Ogi氏はＥＥＥにかんして彼と全く対立している。このため，

ＵＤＣは完全に分裂している。

．〔発言から〕「ショックは両語圏の人々の共存を考える好機である」

「４つの文化，４つの言語，２６州のスイスが共存する意思を確認するこ

とが就任にあたっての私の願い」「６日の件。平静になってほしい。両

者が互いの言葉を喋ってほしい」「非中央集権国家はヨーロッパの理想

型なのだ」「外部にＥＥＥ否決の説明はしなくてはならない。孤立は避け

なくてはならないから。また加盟にむけての交渉も必要。ただし国内的

におおいに慎重に議論が必要。二度目はノンではすまされないから」

｢フランスだって僅差でマーストリヒト法に賛同したぐらいだから」「若
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

者はＥＥＥ賛成。したがって今回には大きな失望を感じているだろう。

未来への閉塞感もあるだろう。投票の翌週土曜にベルンで若者のデモが

あった。その問題は娘からも聞かされた。政治的にも重大だと考えてい

る」

JＧ１992.12.24 

■ドイツ語圏のベルンの日刊紙“DerBund”1992.12.23の試算によれ

ば，あと60,761票（投票数の１．６％）の投票があれば過半数の州と過

半数の国民票が獲得できてＥＥＥ加盟は成立したはずという。その可能

性のあった州はチューリヒ州，ベルン州，ツーク州，ゾロトゥルン州，

アールガウ州。また票の分析結果，都市地区と農村地区での対比はもち

ろんだが，８０％以上の否決があった地区はエメンタール谷地方とベル

ナーオーバーラント地方の周辺に集中しているという。

JＧ１99212.30 

■署名記事Anne-MarieLey

・分断の二項を整理すると：

①ドイツ語圏／フランス語圏②親・近フランス／嫌ドイツ・イタリア③

都市／農村＊（ドイツ語圏でも大都市はウイが過半数を得ていたところ

が多かった）④政党内の分断（とくに大政党では二分していた）⑤政治

指導者（経済界）／一般市民⑥若者／若者以外（とくにスイス・ロマン

ド地域）

・伝統文化，スイスドイツ語への執着という積極面だけでなく<ブリュ

ッセルのお代官様＞に支配される不安や旧ユーゴの悲'惨な分断を見て，

ヨーロッパと共倒れしたくないという気持ちがあった。ティチーノ州の

拒否が正に，対イタリアでこの心情から発していたことは明らか。

＊しかし，注意すべきは農業従事者はスイスの就業人口の６％，また，

1992.9.18スイス農協全国代議員大会で５８対２７でＥＥＥ賛成決議をし
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ている。したがってここで言うのは生活様式とか伝統依存度が農村型と

いうことか。

JＧ１993.1.9 

■ジュネーヴ州のＰＳ党，ＰＤＴ党，ＰＥＳ党，労働組合などは，１２．６

以降もＥＥＥ賛成運動を展開。労働条件についても，女性の権利につい

てもヨーロッパの規範が入って来る方が有利という判断。また環境につ

いても，大気汚染などは，スイス単独で解決不可能。ヨーロッパ全体で

解決する方が効果的だという。

■反対論が勝利した理由はつぎのようなものだろう。

1．ＥＥＥ投票がいわゆるマーストリヒト条約でいうＣＥの側面で理解さ

れてしまっていた。すなわち政治的側面が強調された。もし，これが純

粋の自由貿易の条約であるならこれほどの反対はなかったはずだ。

2．ブロッハー氏の影響が強大であった。例えば人的交流→外国人労働者

流入→国内失業者増加という図式が流布された。

JＧ１992.1.31 

■ブロッハー氏ばく右翼民衆主義者〉〔ポピュリスト〕というレッテル

を貼られることを拒否すると，ＵＤＣ党チューリヒ州支部大会で1700人

を前にして述べる。「真の意味での民衆〔プープル〕というのなら私は

たしかにポピュリストだしいつも大衆とともにありたいと思っている，

しかし民衆煽動の体制打破運動家としてのポピュリストというならその

レッテルは拒否する」

JＧ１992.2.23 

■見出し：否決理由の分析結果〔図－２２〕ＥＥＥ推進者は行動に移すの

が遅すぎた。

・昨日発表されたVOX-ANALYSEという調査機関によると，ノンの基本層

は右派のものであり，左派やエコロジスト党のノンの影響力は少なかつ
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否決理由図-22

０ 5％ 1Ｍ１４％ 
アイデンティティに関するもの

Ａ:独立性を失う

Ｂ:ＥＥＥに対する警戒心

Ｃ:外国人が心配

り:共同討議の欠如

Ｅ:巨大主義反対・環境問題

Ｆ:時期尚早・拙速

Ｇ:現状維持

経済的判断に関するもの
Ａ:失業が心配

Ｂ:ＥＥＥは犠牲が多過ぎる

Ｃ:域外にいる方が有利
Ｄ:収入が減る

Ｅ:物価が上がる

Ｆ:農業に問題

情報に関するもの
Ａ:情報の不足

Ｂ:連邦政府の説明が明確でない

Ｃ:ＥＥＥは機械的にＣＥへ移行してしまう
Ｄ:理由など不必要・反対は自明
Ｅ:他人の意見による

Ｆ:その他

Ａ
８
０
０
８
Ｆ
０
 
Ａ
８
０
０
８
Ｆ
 
Ａ
８
０
０
６
Ｆ
 

碁２つまで重複回答を許したので全体は100%を超える。

た。その右派のキャンペーンは周到でスイス人の感覚によく訴えるもの

があった。再度ＥＥＥ投票がおこなわれる場合を想定して，ＣＥ加盟に

あたってはスイスにどのようなアイデンティティを提示することができ

るかを示す準備をするべきだ。

JＧ１993.2.28 

■見出し：コミューヌ単位での分析：豊かなコミューヌがＥＥＥ賛成票
を投じた。

■連邦統計局の発表によると，今回の投票結果の差の７割はまず第一に，

言語圏の差（文化の差）から説明できるが，第二番目には，ドイツ語圏，
３３９ 



イタリア語圏に関しては，経済的に裕福なコミューヌが賛成に傾斜して

いたこと，三番目は，教育水準，職業構成，経済的裕福度，〈進歩度＞

とく保守度>，また新世代と旧世代の差からも生じたという。賛成者の

典型的像は「裕福な町に住み，その考え方は，どちらかと言うと進歩的

で，教育水準は高く，収入も平均以上で，人が羨むような職業に就いて

いるスイス・ロマンド人」となる。もちろんこれは誇張された理念型で

しかない。この逆がイタリア語圏で，ここでは，まず何よりイタリア語

とイタリアの複雑な関係が絶大で，加えて，豊かでない農村地帯をかか

えている。ただし，進歩的という点では，ティチーノ州は必ずしも後れ

を取ってはいない。それは1988年の国連加盟についての国民投票で賛

成に投じた州だったことをみればわかる。

・ドイツ語圏だけを取り出した場合，次の三つの断層が見られた。裕福

なコミューヌと貧困なコミューヌの両極化。これはバーゼル，ベルン，

チューリヒ，ヴィンタートウールといった裕福な都市では賛成がやや上

回ったことでよくわかる。次に，地理的な位置が投票行動の差に現れた

〔いわゆる中央スイス，山岳地帯〕。三番目は都市周辺部に比して都市中

心部に比較的ＥＥＥ賛成が多かったこと。

■また，ベルン大学のスイス政治研究センターの報告では，上記のこと

から，ドイツ語圏を一概に反ＥＥＥはとらえられないという。裕福なコ

ミューヌの賛成率は５５－６０％であったのに対して，農村部と周辺部で

は２０％であり，この差の方が，フランス語圏とドイツ語圏の差より大

きいと指摘する。つぎに，スイスでは，外交問題が，年々，国民レベル

で意見の不一致をみるような傾向が強まっているという指摘もなされて

いる。国連加盟では，それほどの両極化は見られなかったが，ＩＭＦ加

盟については両極化し，今回のＥＥＥがそれに拍車をかけたかたちだ。

とくにひどくなったのが，語圏の差だ。「スイス・ロマンド地方では

ＥＥＥ条約は，各自の立場を超えて社会変革の好機だととらえられてい

たのに対し，ドイツ語圏，イタリア語圏では個人の経済の安定を指向す
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

る傾向が強かった」と報告した。

■上記報告にたいして記者Jean-MarcCrevoisierの署名コメント。

・たしかに今回ほど両語圏の差が際立ったことはなかったにしても，

1972年から１９９２年の間に行われた１６３回の連邦レベルでの国民投票の

内，語圏の差のため，スイス・ロマンドがマイノリティにされたケース

が２９回もあった。つまり約１８％である。６回（その内，５回は道路交

通に関するものだったが）はスイス・ロマンドの６州全てが一致した結

果を出したにもかかわらず，他の州が過半数でこれをひっくりかえした。

それは「安全ベルト着用義務」（1980年）「高速道路ステッカー」「大型

トラック税」（いずれも１９８４年）「最高スピード制限変更」（1989年）

｢葡萄栽培法令」（1990年）であった。とくに他の州によって引っ繰り

返されることの多いのがジュラ州で，１９７８年から１９８７年の間の５９回

の投票中，２６回も，州民の意向が他州の多数意見に負けている。ヌシ

ャテル州は１７回負けで二位。ただし，三位は驚くことに〔－番保守的

な〕シュヴーツ州で１６回，ヴァレー州も１６回。次がジュネーヴ州とヴ

ォー州の１３回。フリブール州は，スイス・ロマンドでは数が少なく９

回で，全国でも１２位である。ルツェルン州とツーク州が一番多数派に

近く，州の意向が全国の意向と反対だったのはたった二度しかなかった。

投票前の断片記事

JＧ1992.11.28 

■ジュネーヴ市にとってＥＥＥ拒否は国際都市としての価値を軽減させ

てしまうだろう。国際機関を置かれなくなるかもしれない，という懸念

がHawlettPackard社のFrancoMariotti社長から述べられた。

JＧ１992.11.29 

■〔－面全部を使った長論文筆者Anne-MarieLei〕〔論旨：ＥＥＥ
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加盟によって「環境保護」「社会的保護（労働者・女性などの権利拡

大)」「消費者保護」「情報。教育・研究の交流」の四つの生活基盤の質

が向上するだろう〕

JＧ１992.11.29 

鰯意見広告

やあ，年長者のみなさん１

EEEは挑戦です。僕たち若者はＥＥＥをもり立てたいと思っています

博物館のスイスはごめんです。

僕たちの国の過去は誇るべきものです。しかし将来への企図も必要

です。僕たちの希望，僕たちの理想，僕たちの大志を実現させる可

能性に応援を下さい。

僕たちを信じて下さい，あなたのお父さんがあなたを信じたように
ティエリ･エッシュバッハ_

学生(ComitEEE委員長）

ＥＥＥ(こウイを

■意見広告

収入は下がり失業率は上がる

EEEの国民(３億８千万人)は自由にスイスへ来て定住し労働をす

る権利をもつようになります。現在でも１５００万人の失業者がＣＥ

Ｉこいます。この状況ではスイスに外国人労働者の数を増加させ，賃

金を低下させ失業を増加させてしまいます。

ＥＥＥにノンをＡｓｌＮ

［ＡSIN＝AssociationpouruneSuisseind6pendanteetneutre（独立・中立スイスの
ための会］
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あなたはＥＥＥを受け入れますか

鬮意見広告

ＭＯＢ世代から
ＭＯＢの犠牲を払い，私たちは今日のスイスの繁栄を築きました

1972年の私たちは圧倒的多数でＣＥとの自由貿易協定を支持しま

した。これを後`海している人はだれもいません。ＥＥＥはこの合意

の実施でしかないのです。

中立、連邦主義、国民の権利、財政、通貨

についてＥＥＥは

私たちの完全な独立を尊重します。

1972年に私たちが享受したチャンスを若者達から

奪わないようにしましょう。

ＥＥＥにウイを
アンドレ・リュフィュー(もと国会議員）

［ＭＯＢ＝mobilisationg6n6rale(総動員)：1939年ナチ侵攻にそなえ国民総動員法が

施行されたことをさす］

国意見広告

気を付けて下さい！

ＥＥＥは必要悪？

悪が必要だったためしはありません

ＥＥＥ(こノンを
Ｌ，ＥＱＵＩＰＥ 

[ＥＱＵＩＰＥという団体不詳］
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■意見広告

気をつけて１
外国人がスイスにさらに溢れる

EEE条約はＥＥＥ諸国の住民(３億8000万人)がスイスに職を求め

てやって来ることを可能にします。このことはどんな職についてい

る人にも影響を与えます。

1992年５月２７日のＥＥＥの権利にたいする連邦の権利の適用につ

いての

告示１号抄

『ＥＥＥ協定で確認された域内国民の滞在の権利は労働者、非労働

者を問わずその家族までに及ぶ」

EEE域内には1600万人の失業者がいます。その内の１％でもスイ

スに滞在するようなことになればそれは家族を含めると５０万人の

数になります。

編されて|よい(ナません

EEE協定は労働許可授与の認可権をスイスから取り上げてしまい

ます。ＥＥＥのパスポートを持っていれば家族づれで自由にスイス

へ仕事を求めて来ることが出来るのです。しかもヨーロッパ人でな

くてもです。

ノン|こ投票しよう
この条約はあなたの

労働者としての存立

あるいは独立をおびやかします

ＡSIN 

〔1992.12現在の外国人労働者は121万3463人。人口の１７．６％、スイス人６人に１人

強が外国人である。内、イタリア人30.7％、ポルトガル人９．３％、スペイン人９％、

ドイツ人(主として|日東ドイツ）７．１％など計67.5％がＣＥ諸国またはＡＥＬＥ諸国から。

ちなみにその他は１７．２％が旧ユーゴ人、６％がトルコ人、その他９．３％となっている。

なおこの数字には現在スイスが受け入れている約５万人の難民、３万人の国際機関職員、

１万２千人の季節労働者、７万人の旧ユーゴからの一時避難民は含まれていない。

連邦外国人局Officef6d6raldes6trangers発表資料による〕
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■その他，「経済に目が舷んではいけない」「ブリュッセルの支配下に入

る」「スイスにウイを，ブリュッセルにノンを」「外国人に仕事が，スイ

ス人には失業が待っている」「主権がおやかされる」「物価が１０％は上

昇する」「住宅難が到来する」「農業を破壊する」「スイス人は自由と国

民の権利が失われることにノンと言います」「ベルン政府はこの自由と

権利をブリュッセルの官僚どもに手渡そうとしているのです」などの論

旨での反対広告。〔賛成広告のほうが少ない〕

JＧ１992.11.29 

■ジュネーヴ大学の学生グループが精力的に「賛成」のキャンペーンを

行い，全国で4000の署名を集めた。１８歳から２５歳までの若者はほと

んど賛成している，とのこと。

■チューリヒで全国の大学の学生有志が集まり，ＥＥＥ協定が実現する

と域内の大学間で自由に研究できることや入学の自由，学術交流の拡大

についての確認が行われた。

JＧ1992,11,22 

■連邦政府のAdolfOgiとArnoldKoller二人の閣僚が，ドイツ語圏の

シュヴィーツ州のスイス発祥の盟約が保存されいる建物からテレビ生中

継で250人の聴衆からの質問に答える形でＥＥＥ加盟の意義を説いた。

タイトルは“VertragoderVerrat，，（条約が裏切りか)。「ＥＥＥに賛成

することは戦争に賛成することだ」などという激しい怒号と野次と口笛

などを前にして両人は果敢にアッペンツェルの地方ドイツ語やベルン山

岳地方語を使って答弁をした。同様のテレビ中継がフランス語圏でもス

イス・ロマンド・テレビでJean-PascalDelamurazとRen6Felberを

迎えて行われる予定。なおこの直後に行われた世論調査では反対派は

41.1％，賛成派が３８％，未決定が１７％だった。反対派がかえって微増

したが未決定もかなり増加した。
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JＧ１992.10.25 

■ＥＥＥ反対派の急先鋒ブロッハーChristophBrocherと賛成派の中心

の一人スゴンGui-OlivierSegon二人の国会議員の公開討論会がノガ。

ヒルトンホテルの大ホールで行われたが，最後まで平行線であった。

〔議論の内容は今までに記述したものに尽きる。目新しい論法として，

ブロッハーがこの協定は「植民地主義的一方的協約」だと述べた点。つ

まり，先に存在する協約に加入するのだから，相互の議論の余地なく署

名をしなくてはならない，という〕

JＧ１992.10.11 

園92年９月末現在で26州のうち２０州の州議会ですでにＥＥＥについて

の賛成決議がでている。

JＧ１992.10.3 

■ヴォー州議会がＥＥＥ参加推進に公式に関与すると発表。これは州議

会始まって以来の異例の決定である。州議会が連邦政府の政治的決定に

関与することは未だかつてなかったことだが，それだけでなくそのこと

を公的に発表するのも初めてである。ＥＥＥ問題は州の経済に深く係わ

る重大事だとの判断からである。

JＧ１992.919 

■USPUnionsuissedespaysansスイス農協はＥＥＥに賛成。

・９月１８日に行われた農協の全国代議員大会で賛成５８，反対２７で

EEE賛成投票を推薦するとの決議をおこなった。ＥＥＥ協約はスイスの

農業に直接係わる項目は待たないが市場が活性化することは結果として

販路拡大に結びつくとの判断からである。
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JＧ１992,9,5 

USAMUnionsuissedesartsetm6tierｓスイス職工組合はＥＥＥに賛

成の決議。

・１４万あるスイス中小企業からの代議員大会がベルンでおこなわれ，

２時間の白熱した議論の結果，549対456でＥＥＥ賛成の決議を行った。

これは予想外でありまた勇気ある決定である。

JＧ1992.7.19 

PDSとＬＴが「反ＣＥ」国民発議を７月１７日連邦政府に提出した。攻

撃は最大の防御という。この発議でＥＥＥ投票に揺さぶりをかけるのが

目的という。

■〔署名付き囲み記事〕これは，無駄で誤った発議だ。この発議は閉鎖

的スイスに導くだけでなく手前勝手で人種差別主義であり，ＥＥＥに賛

否は別にしてもスイスのイメージを唾棄すべきものにしてしまう．
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ノート

１以上の報道記事から，わたしたちは，スイス・ロマンドにおけるマ

イノリティ意識の言説編制の過程をつぶさに眺めることができる。

２ドイツ語圏では，言語人口比から言って，彼らの意思（というもの

があるとすればのことだが）が，フランス語圏の意思にくつがえされる

ことはない。数字だけから単純に言えば，フランス語圏の意思が100％

一致したものであっても，ドイツ語圏で最低３６％の人々が同意しない

限り，その意向は認知されない。逆に言うと，ドイツ語圏の６４％の人

がある意`恩を持つと，それは必ず成就するという構造をもっている。フ

ランス語圏側からみると，この潜在的にしかも不可避的に存在している

ハンディキャップ・ゲームに対する焦燥が，今回のような投票ではある

意味を折出したのである。

３しかし，これは語圏がある事項に対しての意見の単位であるという

ことが前提の論理である。後の別表と補足で述べる「偏差値」分析から，

地域にある傾向がみられると主張することは一見妥当であるように思わ

れる（JG1993228）。しかし，それは今回の問題の原因ではなく，結

果から引用・創出できる解釈だとも言えるのである。すなわち，問題を

設定する言説に結論が内包されてしまっているのである。

４ここで提供したのは，スイス・ロマンドにおける，このような言説

編制の過程の検証のための資料である。読者層の分布とか新聞の質，網

羅的調査などから「精確」で果てし無くパラレルな死像を求める同義反

復を停止し，窓意的に切り取られた部分が表象するスイス・ロマンド人

のマイノリティの心性の形成現場を検証すること。

５スイス・ロマンドが作り上げようとしている自己イメージを確定し

ておこう。（この作業を設定した瞬間にすでに語圏の差異という前提が

滑り込んでいる)。

１．自分たちは正義である。
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２.相対的にも絶対的にもドイツ語圏の判断は誤っている。

３．ドイツ語圏の人々は次のようである。

保守的／閉鎖的／後進／硬直／国際性欠如／スイス神話的／狭陰な愛

国心／イマジネーションの欠落／歴史を氷河に閉じ込めている／臆病／

孤立／鼻先以上の遠くがみられない／井の中の蛙／悪あがき／年寄り／

デマに踊らされる…

４．このドイツ語圏の数の力で自分たちの正しさが封じ込められた。

５．自分たちはマイノリティで被抑圧者，被害者だ。→１．に循環

６見出しの大活字などに頻出し，言説的対象とされた語彙は「溝」

｢亀裂」「分断」などを現すfossaclivage,cassure,coupure,fracture，

d6chirure,cesure,scissionである。この用語は，言語圏とＥＥＥ否決

の相関関係が統計的に証明されもしないのに（事実は後のJG

199322aすなわち投票後三ヵ月たってからの分析で懐疑的な実相が明

らかになってきているが，そういう覚めた記事は，東スポばりの１２．７

のインパクトをとうてい修復するものではない。いわば誤報における訂

正記事の無力に似ている）主題的に使用され，その線でコメントが集積

され，それは読者を興奮させ，世論を誘導していった。たとえば賛成に

ついてはフランス語で「ウイ」と表記しながら，否決についてはドイツ

語で「ナイン」とするだけでなく，その票を「ナインザーガー（何にで

も反対する人)」によるものとまで括ってしうとか，Ｌ，Estvaudois紙

のようにドイツ語の見出しでわざわざ否決を報じたり，Ｌ，Expressの

ようにスイス・ドイツ語方言を使用するなどの手の込んだことをして，

拒否の票を投じた人＝ドイツ語圏の人というイメージをばらまいている｡

この前提のもとにドイツ語圏に対する批判，椰楡，‘憤慨が繰り広げられ，

反感が増幅していく。相対的に冷静な人々までが，「しかし仲良くやろ

う」と，分断状態を前提にした発言をしてしまっている。重要なのは，

単なる意見の違いが，ある集団に帰属する意見と意見の相違にすり替え

られ，かつ，一方が「正」で他方が「邪」だと言う価値判断にまで，瞬
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時の内にエスカレートしたことである（｢決裂はいけない。ドイツ語圏

の人々を説得し続けよう」という一見穏健な言辞なども，相手集団を想

定し，かつその相手が誤っていることを前提にしている)。

７こうやって形成された心性と重なるように，投票の上での判断の差

が文化の優劣に転じ（自らの意思が否定されることは多数決のルール上

では，常にあり得ることなのに）屈辱的結果と解釈された。多数派では

なかったというルール上の敗北でなく（Ｃｆ:Ｌ'Hebdo1992.12.7のアン

ケート）「ある」仮想敵集団の不正が数の暴力で罷l〕通ったという，判

断＝怒りが生まれた。これは自らを正義派だと称する主張と循環する。

その根底にはつぎの暗黙の了解がある。すなわち，投票結果の少数意見

＝民族の少数派＝マイノリティー被抑圧者という単純な図式。さらには，

民主制をそもそも普遍的と考えることが錯誤で，「ケースによっては」

自らに不利になる場合は否定される民主制があってもよいと考える意見

すら生み出す余地につながり得た。

８敵集団という幻影におびえた側は対抗的に集団に凝縮する（｢ジュ

ラ地帯創設」の提言などがその一例)。分断が双方的客観的でないのは，

L，Hebdo1992.12.7のアンケートで，「分断」についての認識について

ドイツ語圏と大きな隔たりがあることでもわかる。

９スイスを郷士にみたてる人々と，そのスイスを郷士にみたてる人々

＝ドイツ語圏の人々，という図式から，「スイス」が「負」のアイデン

ティティの対象になってしまう人々がいる。すなわち，ドイツ語圏を抑

圧集団だと思う人は，ドイツ語圏の人々はその上位集団，つまりヨーロ

ッパが抑圧者と見えるだろうという屈折した類推をはたらかす人々がで

てくる。その意味では，双方ともアイデンティティにたいする強迫観念

をもっていることになる。

１０多数決原理を条件とする近代民主制が析出し得る民族主義というパ

ラドックス。
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團別表と補足

〔ＥＥＥ批准反対率，投票率，連邦加盟年度の古さ，ドイツ語への関与

（ドイツ語を喋るか，逆にフランスに遠いか）の距離を偏差値換算し，

その合計を出してみる〕

偏差値換算 ▽はフランス語圏

‐均’’50

(1)連邦加盟年の古さ＝スイス連邦の本家意識をはかる指標

(2)ＥＥＥ投票率＝国事へのコミットの真剣さの指標

(3)ＥＥＥ反対率＝ＥＥＥという「外」を排斥したい意識の度合

(4)合計＝スイスへの帰属度の高さ

(5)順位1/26～26/26位

(6)ドイツ語への関与の度合いを入れた場合の順位｡(同じ指数を持つ場合、ドイツ語圏への関

与度を加味して修正値をだしてみる）
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(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

ウーリリ

シュヴィーツ州

オプヴァルデン州

ｱｯﾍﾟﾝﾂｪﾙ･インナーﾛｰﾃﾞﾝ'１１

グラールス州

グラウピュンデン州

ニートヴァルデン州

トゥールガウ州

ｱｯﾍﾟﾝﾂｪﾙ･ｱｳｻｰﾛﾃﾞﾝ｝'１ 

ザンクト・ガレン州

ティチーノ州

シャフハウゼン州

ルツェルン州

アールガウ州

ゾロトゥルン州

ツーク州

ベルン州

チューリヒｿ

バーゼル・ラント1１

バーゼル・シュタット州

ヴァレー州

フリーブール州

ジュラノＩ

ジュネーヴ州

ヴォー州

ヌシャテル州 ３３３３６１３１３１１８４１７６５６８８６７２６１６ ●●●●Ｇ●●●●●●●●●●●●●■●●■●■●● ２２２２９９２９２９９２０９３９９９３３８３１８９８ ６６６５５３６３５３３５６３５５５５５５３５３３３３ ６４９９８８４０３１３６７３９０１７７４０７８２８９ ●□●Ｂ●●●●■●●■●●●の●●●●＄●●●●●６０４１９９０１５４１３２１０８６２０７８１９６２７ ４６５６４３６５５５４６５４６６４５５３６４３３３３ ７７９３６３４９７５５６１７２４２６８４２７４７６６ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●● ⑰。Ⅱ別冊脇師開聞別別別別田塊引伯姐妬糾糾銘別釦刈羽
'72 

184 

178 

175 

168 

137 

180 

146 

163 

148 

135 

171 

167 

134 

167 

179 

155 

161 

150 

136 

151 

134 

102 

106 

103 

106 ６１４５８旧２Ⅳ、陥別７９肥ｎ３ＢＥ旧旧叫皿朋叫妬朗 ６１４５，旧２旧ｎＭ別７９焔９３週皿凹皿
▽▽▽▽▽▽ ７１６４５３ １２２２２２ 

平均 150 



この順位を〈スイスらしさ〉の度合いと呼ぼう。ワースト順位がフラ

ンス語圏に集まっていることがわかる。〈らしさ〉に対抗して，ここで

はスイスへのアイデンティティが希薄であり得ること，自らがスイスの

攪乱原因であることが，新世界への傾斜を高めるといえよう。〈正統

的〉ドイツ語圏からスイス・ロマンドを見れば，異物であり，そう,思う

のは寛容とか，外国人排斥`思想とは別種の原理である。なぜなら，フラ

ンス語圏の住民が彼らのアイデンティティの破壊要因だからだ。これに

対して防衛的になることを非難するには微妙な問題が多くありすぎる。

また，ドイツ語圏とフランス語圏という区分はあながち幻想ではない

ことは，その乖離がたとえば次のような，言語に関係ないような国民投

票でも見られることで一般には理解されている。

：ＥＥＥ賛成洲

アンダーライン：ＥＥＥ反対洲
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□「軍備なきスイスに賛成か」1989.11.26

<ウイ〉のベスト６〈ノン〉のベスト６

①ジュラ州

②ジュネーヴ州

③バーゼル・シュタット州

④バーゼル・ラント州

⑤ヌシャテル州

⑥ティチーノ州

①ウーリ州

②オプヴァルデン州

③ｱｯﾍﾟﾝﾂｪﾙ`ｲﾝﾅｰﾛｰﾃﾞﾝｲ|Ｉ 

④ニートヴァルデン州

⑤グラールス州

⑥ベルン州

□「車の最高時速緩和（130キロ)に賛成か」

<ウイ〉のベスト６〈ノン〉のベスト６

①ヴィレー州

②ジュラ州

③ヴォー州

④ヌシャテル州

⑤ジュネーヴ州

⑥フリプール州

①ウーリ

②バーゼル・シュタット州

③ｱｯﾍﾟﾝﾂｪﾙ`ｲﾝﾅｰﾛｰﾃﾞﾝ111 

④ｱｯﾍﾟﾝﾂｪﾙ･ｱｳｻｰﾛﾃﾞﾝ1N 

⑤グラールス州

⑥グラウピュンデン州


